
ＪＡ秋田ふるさとは、新たな期待を創造します。
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レシピ

我が家自慢の
レシピを伝授！

レタスのブーケ
ステキでしょ♥

【
タ
ケ
ノ
コ
と
ブ
ド
ウ
糖
】

　

タ
ケ
ノ
コ
に
特
徴
的
な
成

分
と
し
て
、
チ
ロ
シ
ン
が
あ

り
ま
す
。
チ
ロ
シ
ン
は
、

ド
ー
パ
ミ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
な
ど
の
神
経
伝
達
物

質
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

ド
ー
パ
ミ
ン
は
脳
を
活
性
化

さ
せ
、
や
る
気
や
目
標
を
達

成
し
た
時
の
満
足
感
な
ど
を

作
り
出
し
ま
す
。
チ
ロ
シ
ン

は
、
脳
が
必
要
と
す
る
唯
一

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ

ド
ウ
糖
と
組
み
合
わ
せ
る

と
、
よ
り
効
率
よ
く
吸
収
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ブ
ド

ウ
糖
は
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ご
は

ん
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
春
に
な
り
、
新
し
い
環

境
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の

に
や
る
気
や
元
気
が
出
な

い
、
仕
事
や
勉
強
に
集
中
で

き
な
い
…
そ
ん
な
「
五
月

病
」
に
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
を
食

べ
る
と
い
う
の
は
実
に
理
に

か
な
っ
て
い
ま
す
。

今月は

タケノコ

①サツマイモは皮をむき、５センチ幅に切
り20～30分蒸す。熱いうちに丁寧につぶ
し、生クリームと砂糖を加え、混ぜる。そ
の後、常温で粗熱を取る
②シイタケは粗みじんに、タケノコは千切り
にする
③小鍋にお湯を沸騰させ、②とエビを入れ、
しょうゆ少々、みりん少々を加え軽く煮、
こちらも冷ます
④別の小鍋にだし1.5カップとしょうゆ大さ
じ２、みりん大さじ２、水溶き片栗粉を加
え加熱し「あん」を作る
⑤ラップに①４分の１を敷き、汁気を切った
③４分の１を中心に置き、巾着状に包む。
それを４つ作る
⑥⑤を碗に移し、「あん」をかけ、三つ葉を
乗せたらできあがり！

● 材料（４人前）
【巾着】
・サツマイモ	 中2本
・砂糖	 80g
・生クリーム	 50cc

【具材】
・エビ	 4尾
・シイタケ	 中2枚
・タケノコ（下処理済）	20g

【あん】
・だし	 1.5カップ
・しょうゆ	 大さじ2
・みりん	 大さじ2
・水溶き片栗粉	 適量

【飾り】
・三つ葉	 4枚

【  さつま芋の巾
き ん ち ゃ く

着  】

　サツマイモの甘味とあんの塩味が絶
妙な味わいを生み出し、サツマイモは
生クリームを加えることでふんわり、
具材にはタケノコが入っていて食感も
楽しい巾着。夏場は冷たくしても美味
しくいただけます。エビの代わりに鶏
肉を入れてもうまみが出ます。冷凍保
存が可能で、たくさん作り置きしてお
くと、見た目のかわいらしさもあり、
急な来客時のおもてなしの一品として
最適です。サツマイモを紫芋に代える
とまた違った美しい色合いを楽しめま
すよ。

レシピの紹介者

大山芙
ふ み こ

美子さん

突然の来客時のおもてなしの一品にも ！

【横手地区】
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　この度の表紙撮影にあたり、リーフレタス
を提供してくださった篭谷大介さん（増田）。
気温も上昇し、４～５月が収穫最盛期！無農
薬栽培で安心・安全であるほか、太陽の自然
光を利用しているのでみずみずしく丈夫で
シャキっとした葉が特徴です。ＪＡ直売の会
「ふるさと安心畑」にも出荷されているほか、
栽培面積の拡大も検討中です。皆さんが目に
する機会も増えてくることでしょう。ぜひ手
に取って食べてみてくださいね。
（撮影日　４月22日）

　両親（父・裕
ゆ う

貴
き

さん　母・玲
た ま

紀
き

さん）と祖父母、曾
そ う

祖母
の６人家族です。食べることが大好きで、特に自宅で栽培
しているスイカが大好き！最近ではお店屋さんごっこやお
ままごとをして遊ぶのが楽しいのだそう。ひらがなも書け
るようになり、カタカナも読めるようになるなど、すくす
く成長しています。カメラを向けると笑顔で様々なポーズ
をとってくれたあやちゃん。その持ち前の明るさと人懐っ
こさで、たくさんお友達をつくって元気に遊んでね。

播磨　あやちゃん（雄物川・10月31日生まれ・4歳）

▲この根張りが元気の証



春季支部座談会Ｑ＆Ａ

３月15日から25日にかけて開催した「春季支部座談会」においてさまざまなご意見や要望
が寄せられました。主な内容について誌面上で回答いたします。

Ｑ
平
成
30
年
か
ら
の
生

産
目
標
数
量
配
分
廃

止
に
伴
い
、
と
も
補
償
制
度

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

平
成
30
年
度
よ
り

米
の
生
産
数
量
目
標

配
分
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
度
以
降
の
と

も
補
償
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
と
も
補
償
審
議
会
で
検

討
審
議
い
た
だ
き
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

に
代
わ
る
品
種
へ
の

シ
フ
ト
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
と
し

て
の
方
向
性
を
示
し
て
ほ
し

い
。Ａ　

当
Ｊ
Ａ
の
「
あ
き

た
こ
ま
ち
」
は
取
引

先
米
卸
か
ら
の
要
望
も
多

く
、
５
万
俵
～
６
万
俵
不
足

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中

食
・
外
食
用
の
「
萌
え
み
の

り
」
で
は
、
２
５
０
㌶
以
上

の
作
付
を
要
望
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
当
面
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
を
主
と
す
る
作
付
で
お

願
い
し
ま
す
が
、
中
食
・
外

食
用
（
「
萌
え
み
の
り
」
な

ど
）
の
模
索
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
米
数
量
が
３
０
０
０

㌧
～
４
０
０
０
㌧
不

足
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
っ
と
前
面
に
出
し
て
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

平
成
29
年
産
は
生

産
数
量
の
目
標
数
値

が
配
分
に
な
っ
て
お
り
転
作

１
０
０
％
達
成
が
必
須
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

30
年
産
以
降
は
生
産
者
自
ら

需
給
に
応
じ
た
作
付
け
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
Ｊ

Ａ
産
米
に
つ
い
て
は
米
卸
か

ら
の
要
望
数
量
に
対
し
不
足

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年

産
以
降
は
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
米
卸
と
の
長
期
契
約
を
含

め
た
な
か
で
販
売
対
応
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
行
政
の
生
産
調
整
廃

止
に
よ
り
、
作
付
け

で
き
る
圃ほ

場
に
は
作
付
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

年
々
作
付
面
積
が
増
加
し
、

単
価
が
下
落
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
の
か
。
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Ａ　

米
の
区
分
と
し
て

主
食
用
米
、
用
途
限

定
米
穀
に
区
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
は
交
付
金
に
よ
る
飼

料
用
米
へ
の
転
換
を
強
力
的

に
進
め
て
お
り
、
関
西
以
西

は
飼
料
用
米
の
作
付
が
増
加

し
、
主
食
用
米
は
東
日
本
地

区
に
絞
ら
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
国
で
は
飼
料
用
米
へ
の

交
付
金
対
応
は
継
続
す
る
と

し
て
お
り
、
主
食
用
米
の
需

給
均
衡
は
保
た
れ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
専
任
指
導
員
が
配
置

さ
れ
て
い
る
が
、
１

回
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
ど

の
よ
う
に
、
ど
れ
く
ら
い
の

頻
度
で
巡
回
し
て
い
る
の
か

教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
専

任
が
別
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
は
、
専
任
と
し
て
の
意
味

が
な
い
と
思
う
。

Ａ　

稲
作
で
は
、
育
苗

講
習
会
・
青
田
巡
回

な
ど
を
中
心
に
、
田
植
え
後

２
週
間
隔
を
目
安
に
圃
場
を

巡
回
（
設
置
札
確
認
含
め
）

し
て
お
り
ま
す
。
専
任
指
導

員
の
業
務
携
帯
番
号
を
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
栽
培
期
間
に
つ

い
て
は
専
任
指
導
員
と
し
て

の
仕
事
に
あ
た
り
ま
す
が
、

秋
に
は
検
査
業
務
な
ど
の
担

当
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ
果
樹
防
除
暦
の
説
明

会
は
膨
大
な
資
料
に

メールなどで配布する「稲作情報」や
「ふるさとｅｃｏらいす情報」をご活用ください！

配布している「稲作情報」や「ふるさとｅｃｏらいす」は、当ＪＡホームページにも
掲載しておりますのでご活用ください。　　【ＵＲＬ】http://www.akita-furusato.or.jp/

◀「稲作情報」には、その時
期に行いたい栽培管理情報な
どを掲載しています

▶「ふるさとｅｃｏらいす情報」
には、取り組み状況や同ブランド
に特化した情報を掲載しています
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対
し
て
時
間
が
短
い
の
で
困

る
。
説
明
の
仕
方
や
質
問
を

受
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
え

る
な
ど
し
て
内
容
を
改
善
し

て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

資
料
に
つ
い
て
は

農
薬
に
関
す
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
る
程
度
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
あ
る
資
料
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
説
明
会
で
の
進
行
や

説
明
方
法
に
つ
い
て
改
善
し

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
大
雄
の
横
手

市
実
験
農
場
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

横
手
市
実
験
農
場

に
つ
い
て
は
種
苗
を

中
心
と
し
た
供
給
基
地
と
、

新
規
就
農
者
（
園
芸
）
の
自

立
を
支
援
す
る
研
修
の
場
、

６
次
加
工
に
向
け
た
研
修
の

場
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。
種
苗
事
業
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
主
体
の
運
営
管
理
を
要

請
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト

の
普
及
指
導
も
良
い

が
、
春
の
雪
解
け
が
遅
い
山

間
部
の
湿
地
に
適
し
た
作
物

を
指
導
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

果
菜
類
の
適
地
と

し
て
増
田
営
農
セ
ン

タ
ー
で
推
進
説
明
会
を
開
催

し
た
経
緯
は
、
過
去
の
キ
ュ

ウ
リ
栽
培
者
の
実
績
に
基
づ

い
た
デ
ー
タ
に
よ
る
も
の
で

す
。
湿
地
向
け
の
品
目
も
あ

り
ま
す
の
で
説
明
会
の
開
催

を
検
討
致
し
ま
す
。

Ｑ
日
曜
日
も
自
己
引
取

対
応
を
し
て
も
ら
い

た
い
。Ａ　

平
成
29
年
度
用
秋

肥
料
自
己
引
取
に
つ

い
て
は
、
期
間
中
、
土
日
祝

祭
日
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
春
自
己
引
取
期
間
中
に

つ
い
て
は
、
春
配
送
等
と
並

行
し
て
の
作
業
に
な
る
た
め

荷
渡
し
準
備
な
ど
が
大
変

煩は
ん
ざ
つ雑
に
な
る
こ
と
か
ら
土
日

祝
祭
日
は
対
応
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
人
員
配
置
な
ど

を
含
め
た
作
業
効
率
改
善
に

よ
る
対
応
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
肥
料
や
農
薬
、
除
草

剤
を
安
く
供
給
し
て

ほ
し
い
。
値
下
げ
に
つ
い
て

は
予
約
を
取
る
前
に
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。

Ａ　

平
成
29
年
度
用
主

要
品
目
肥
料
価
格
に

つ
い
て
０
・
３
％
～
15
・

６
％
の
値
下
げ
と
な
り
ま

す
。
（
一
部
品
目
を
除
く
）

生
産
コ
ス
ト
低
減
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
う
１
円
で
も
安
く

供
給
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
予
約

取
り
ま
と
め
時
点
で
は
価
格

が
決
定
さ
れ
ず
に
予
約
申
込

書
の
価
格
は
参
考
価
格
と
し

て
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｑ
農
地
中
間
管
理
事
業

利
用
で
「
相
続
税
猶

予
農
地
」
と
は
何
か
。

Ａ　

農
業
を
営
ん
で
い

た
被
相
続
人
か
ら
、

農
地
な
ど
を
相
続
す
る
場
合

に
は
、
相
続
人
が
今
後
農
業

を
営
む
限
り
に
お
い
て
、
一

定
の
相
続
税
額
を
猶
予
す
る

と
い
う
特
例
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
続
人
が
一
生
涯

農
業
を
続
け
れ
ば
、
納
税
猶

予
額
は
免
除
さ
れ
る
規
定
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受

け
て
い
る
方
は
、
利
用
権
設

定
を
す
る
前
に
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
農
林
水
産
省
の
Ｊ
Ａ

改
革
で
Ｊ
Ａ
信
用
事

業
の
農
林
中
央
金
庫
へ
の
事
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業
譲
渡
な
ど
で
信
用
事
業
分

離
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ

Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
考
え
で
い
る
の

か
。Ａ　

信
用
事
業
を
含
め

た
総
合
事
業
を
展
開

し
て
い
る
当
Ｊ
Ａ
は
、
営
農

指
導
・
経
済
事
業
・
福
祉
事

業
と
連
携
し
た
農
業
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
地
域
密
着
型

で
皆
様
か
ら
選
ば
れ
る
金
融

機
関
と
な
る
よ
う
、
現
行
の

形
態
で
の
信
用
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
福
祉
事
業
を
組
合
員

が
利
用
す
れ
ば
何
か

特
典
は
あ
る
の
か
。ま
た
、他

の
施
設
と
比
べ
、何
か
特
徴

は
あ
る
の
か
。

Ａ　

介
護
事
業
の
利
用

料
金
は
、
介
護
保
険

制
度
の
中
で
介
護
度
に
応
じ

て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た

公
的
金
額
と
な
っ
て
お
り
、

組
合
員
割
引
等
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
介
護
事
業

の
特
徴
と
し
て
は
居
宅
介
護

支
援
や
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
短

期
入
所
生
活
介
護 

（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）、
訪
問
介
護
、

福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
（
レ

ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
の
６
事

業
が
１
か
所
に
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
各
事
業
の
連
携
を
密

に
と
り
利
用
者
の
方
に
最
適

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
正
組
合
員
の
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

Ａ　

組
合
員
の
皆
様
か

ら
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
賦ふ

か課
金
で
営
農

指
導
や
担
い
手
対
策
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
賦
課
金

で
賄ま

か
な

い
き
れ
な
い
部
分
は
支

出
し
て
生
産
振
興
に
あ
て
て

お
り
ま
す
。
利
益
の
還
元
と

し
て
肥
料
や
農
薬
等
の
予
約

奨
励
や
施
設
の
設
備
等
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
、
利
用
者

の
皆
様
に
有
効
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
他

事
業
（
例
と
し
て
、
厚
生
連

病
院
の
医
療
費
割
引
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
に
つ

い
て
も
組
合
員
の
皆
様
が
必

要
と
さ
れ
る
と
き
、
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
ご
質
問
や
ご
意
見

に
つ
い
て
は
、「
座
談
会
特

集
号
」
に
お
い
て
回
答
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｍａｙ2017

▲今年度から部会に新たに仲間入りをした丹貴史さん（左）
と最上政嗣さんが抱負を述べた

花き販売高7億円達成記念大会
過去最高額を計上
安定生産出荷に向け前進誓う

　花卉
き

総合部会は４月14日、横手セントラ
ルホテルで花き販売高７億円達成記念大会を
開き、行政や市場担当者、部会員など100人
が参加しました。同部会の昨年度の花き生
産高が７億122万円（前年度比108％）とな
り、1998年の部会発足後初めて７億円を突
破しました。
　昨年度は一昨年度の菊類の前進開花の反省
を踏まえ、栽培指導を徹底し、８月の需要期
に合わせた出荷を行い、９月の彼岸以降も

高単価で推移。菊全体で４億4896万円（同
101％）を記録しました。また、洋花類も前
年度販売額を大幅に上回り、１億4888万円
（同106％）を計上しました。
　同部会は今年度、盆や彼岸などの需要期に
必要な収量を確保できるよう品質や規格に沿
った出荷体制の確立を目指し、安定的な予約
販売を可能にするため「２日前出荷」を開始。
また、花き展示品評会や先進地視察研修、新
規作付者獲得に向けた説明会の実施も予定し
ています。鈴木禎得部会長は「これからも部
会員と手を組み、運営に努めていく」と話し
ました。

▲鈴木禎得部会長は安定生産、安定出荷を部会員に呼び掛
けた

▲小田嶋契組合長は「農業の生産振興と地域としての存続
に努めていく」とあいさつした

▲功労者として表彰を受けた近孝彦さん（右）
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Ｍａｙ2017

　きのこ総合部会は４月18日、横手セント
ラルホテルで実績検討会を開き、行政や市場
担当者、部会員など76人が参加しました。
同部会の昨年度産の生産販売状況は４月に突
風による一部施設被害が生じ、作業に遅れが
出たことから数量減となりましたが、５月下
旬から持ち直し、９月中旬以降から本格的な
秋冬菌の発生により前年度並みの収量までに
回復。年末の最需要期にかけて堅調な相場で
経過したことで、販売金額は21億6100万円

（前年度計画対比102％）を記録しました。
今年度も同部会は、引き続き産地として適期
安定出荷の義務を果たし、ＪＡ産「きのこ」
の販売促進キャンペーンを積極的に展開して
いきます。

▲昨年度の販売実績に貢献した生産者を表彰。３
年連続最優秀賞に輝いた佐藤新悟さん（右）に顕
彰状が贈られた

▲井上善蔵会長（ＪＡこまち組合長）は「産地と
消費者との絆、信頼関係を築いていこう」と呼び
掛けた

▲議長に石山清和氏（横手市副市長）が選任され
議事を進行した

▲柴田徹部会長は「初心にかえって安定供給でき
るよう生産者一同で頑張っていきたい」と話した

　パルシステム生活協同組合連合会や横手
市、湯沢市、雄勝りんご生産同志会、ＪＡこ
まちやＪＡ秋田ふるさとなど11団体で構成
する「パルシステム・秋田南部圏食と農推
進協議会」は４月14日、第12回総会を湯沢
グランドホテルで開き、各団体の代表者な
ど88人が出席しました。総会では、産直原
材料を用いた新商品の提案やグリーン・ツー
リズムなどの相互交流事業を推進していくこ
とを確認しました。同協議会は今年度①秋田
南部圏のブランド作りの積極的な推進と地域
の活性化、②新商品提案および供給の拡大、
③地域の資源を活かした環境保全型農業の実
践、④相互交流を推進し地域づくりの可能性
を追求―これら４つを重点項目としました。

きのこ総合部会実績検討会
高品質かつ安定供給へ
生産者一丸

パル秋田南部圏食と農推進協
環境保全型・資源循環型の
社会構築目指す
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西瓜部会通常総会
栽培管理の徹底
「誇れるスイカ」出荷を
　西瓜部会は4月13日、横手セントラルホテ
ルで通常総会を開き、行政や部会員など87
人が参加しました。昨年度産のスイカは、定
植後の好天に恵まれ、玉肥大や糖度を十分に
確保できたことで販売数量を伸ばし、販売数
量が7,110㌧（計画対比106％）、販売金額
が13億4,000万円（同118％）を達成しまし
た。今年度は近年の異常気象を受けた排水対
策の徹底や長期安定出荷を目指したトンネル
栽培との組み合わせなどを重点方策としまし
た。さらに、県オリジナル品種「あきた夏
丸」の出荷に占める割合を来年度まで100％
にできるよう今後も栽培管理の徹底と誇れる
スイカ出荷を念頭に取り組んでいくことを確
認しました。 ▲今年度の事業計画を承認可決した

▲佐藤専務（左）が伊藤教育長（右）に教材と目
録を贈呈した

▲提供した補助教材（児童用）とＤＶＤ

▲播磨和宜部会長は「今年度も有利販売を勝ち取
るために頑張っていこう」と部会員に呼び掛けた

ＪＡバンク食農教育応援事業
管内17校に
食農教育補助教材を提供

　ＪＡは４月17日、学校教育における児童
たちへの食農教育に役立ててもらおうと管内
計17校を対象に食農補助教材計940部（う
ち児童用890部）を提供しました。2008年
度からＪＡバンクが全国的に行っている「Ｊ
Ａバンク食農教育応援事業」の取り組みの一
つで、農産物ができるまでの様子やくらしと
農業の関わりなどを記した補助教材本とＤＶ
Ｄを贈呈しました。横手市教育委員会の伊藤
孝俊教育長は「年々地域に密着した内容の教
材になっている」と話し、佐藤誠一専務は
「子どもたちに将来、地域を担ってもらえる
ようにこの教材を活用して食と農を学んでも
らいたい」と話しました。教材は各学校で今
後、社会科や総合学習の授業などで活用され
る予定です。
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青年部通常総会
対外ＰＲ強化と
農業振興へ決意新た

　青年部は４月３日、よこてシャイニーパレ
スで通常総会を開き、部員やＪＡ担当者な
ど47人が参加しました。昨年度の活動報告
の中で同部は昨年11月に県ＪＡ青年大会で 

「青年の主張発表」と「活動実績発表」の
２部門で最優秀賞を受賞し、17年１月に札
幌市で開催された東北・北海道地区ＪＡ青年
大会に県代表として出場したことを報告。同
大会の発表の中で、部単独でなく行政や商工
会など業種の垣根を超えたつながりを得て盟
友同士の結束が強まったことを強調し、青年
部活動のＰＲに貢献しました。今年度はＪＡ
グループと一体となった情報発信や対外広報
活動を積極的に展開していき、安全で安心な
農産物のＰＲ活動も合わせて実施していくこ
とを確認しました。

▲任期満了に伴う役員選出で三役が決定。左から
鎌田文浩副部長、佐藤保部長、小松宏喜副部長

▲母親が見守る中、慣れない手つきで一生懸命鉢
に土を入れた

▲親子で一緒に水やりを楽しんだ

▲冒頭にＪＡ青年組織綱領を読み上げた

りんごちゃんひろば
お花を植えてみよう！
9組18人が体験

　ＪＡ子育て施設「りんごちゃん広場」は
４月21日、花植え体験を施設前でおこない、
利用者親子９組18人が参加しました。用意
された赤、白、ピンク３種類のベゴニアから
好きな色を選び、親子で協力しながら鉢に植
え替えをおこない、たっぷりとお水をあげま
した。鉢植えは個々に持ち帰り、自宅で成長
を観察します。参加した母親は「今回初めて
参加したが、子供と一緒に土に触れ楽しかっ
た」、「他市から移住してきたが、こういう体
験は無かったのでとても良い」と笑顔で話し
ていました。同施設では毎年、季節に応じた
農業や食育体験などを実施しており、６月上
旬にはサツマイモの苗植え体験を計画してい
ます。
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【
主
な
病
気
・
対
策
】

萎い
ち
ょ
う凋

病
（
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
）

　

発
生
の
原
因
は
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌

と
い
う
カ
ビ
の
一
種
で
土
壌
病
害

で
す
。
本
葉
４
～
６
枚
、
草
丈
10

㎝
頃
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
発
病

し
、
下
葉
が
黄
化
し
、
衰
え
、
萎し

ぼ

ん
で
き
ま
す
。
病
気
が
進
む
と
最

終
的
に
枯
死
し
ま
す
。
発
病
適
温

は
27
～
28
℃
と
、
夏
場
の
高
温
期

に
発
生
し
や
す
く
、
酸
性
土
壌
で

も
発
生
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
連
作
に
よ
る
菌
密
度
の
増
加

や
土
壌
条
件
に
よ
り
被
害
が
拡
大

し
ま
す
。
菌
は
土
壌
で
長
期
間
生

き
続
け
る
の
で
、
一
度
発
生
し
て

し
ま
う
と
翌
年
も
再
発
し
ま
す
。

予
防
と
対
策

◆
消
毒
を
し
た
加
工
種
子
の
利
用

や
耐
病
性
の
あ
る
品
種
選
定
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
有
機
質
肥
料
を
施せ

用
し
腐
植
の

多
い
土
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
、
ま
た
病
気
が
多
発
し

た
場
合
な
ど
は
、 

土
壌
消
毒
剤

【園芸指導
】

ほうれん草の主な病気と
対策について
【指導員】　園芸課　菅原　大

（
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン
・
バ
ス

ア
ミ
ド
）を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
極
端
な
乾
燥
、
多
湿
は
避
け
、

排
水
の
良
い
畑
作
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

◆
使
用
し
た
農
機
具
を
よ
く
水
洗

い
す
る
こ
と
で
他
の
畑
へ
の
感

染
が
予
防
で
き
ま
す
。

◆
極
端
な
酸
性
土
壌
の
場
合
は
、

苦
土
石
灰
な
ど
を
施
用
し
、
ｐ

Ｈ
６
・
０
～
６
・
５
に
改
善
し
ま

し
ょ
う
。

立
枯
病
（
ピ
シ
ウ
ム
菌
）

　

こ
ち
ら
も
ピ
シ
ウ
ム
菌
や
リ
ゾ

ク
ト
ニ
ア
菌
な
ど
に
よ
る
土
壌
病

害
で
す
。
葉
の
黄
化
、
株
部
分
の

褐
色
化
、
茎
の
く
び
れ
や
腐
敗
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
主
に

発
芽
直
後
か
ら
本
葉
展
開
期
頃
ま

で
の
生
育
初
期
に
多
く
発
生
し
ま

す
。
菌
は
多
湿
を
好
む
た
め
、
梅

雨
や
秋
雨
の
時
期
に
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
萎
凋
病
と
同
様
に

菌
は
土
壌
に
い
ま
す
。
ま
た
、
株

腐
病
、
根
腐
病
な
ど
症
状
が
類
似

し
た
病
気
も
多
数
存
在
し
ま
す
。

予
防
と
対
策

◆
萎
凋
病
と
同
様
に
土
壌
消
毒
、

ま
た
は
太
陽
熱
消
毒
で
被
害
を

軽
減
で
き
ま
す
。

◆
薬
剤
防
除
と
し
て
、
タ
チ
ガ
レ

ン
粉
剤（
播
種
３
日
前
～
直
前
・

土
壌
混
和
）
根
腐
病
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

べ
と
病
（
糸
状
菌
）

　

最
初
は
、
葉
表
の
色
が
不
規
則

に
抜
け
て
き
ま
す
。
一
見
す
る
と

栄
養
分
の
過
不
足
に
よ
り
生
じ

る
「
ま
だ
ら
症
」
と
見
間
違
う
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
葉
裏
を
見
る

と
ネ
ズ
ミ
色
の
カ
ビ
が
見
ら
れ
ま

す
。
高
い
湿
度
の
条
件
で
発
生
し

や
す
く
、
空
気
伝
染
し
ま
す
。
一

度
発
生
す
る
と
、
他
の
株
に
病び

ょ
う
は
ん斑

が
見
え
な
く
て
も
蔓ま

ん
え
ん延
し
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
出
荷
後
の
袋
内

で
病
斑
が
発
生
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

予
防
と
対
策

◆
抵
抗
性
を
考
慮
し
た
品
種
選
定

を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
を
お
こ
な
い

湿
度
を
低
下
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
厚あ

つ

播ま

き
を
す
る
と
株
が
密
集

し
、
湿
度
が
上
昇
す
る
の
で
避

け
ま
し
ょ
う
。

◆
薬
剤
散
布
（
レ
ー
バ
ス
フ
ロ
ア

ブ
ル
な
ど
）
に
よ
る
治
療
が
可

能
で
す
。◆　

◇　

◆

　

今
回
紹
介
し
た
薬
剤
は
一
例
で

す
。
使
用
の
際
は
ラ
ベ
ル
に
記
載

さ
れ
て
い
る
使
用
上
の
注
意
を
よ

く
読
み
、
用
法
を
守
っ
て
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
管
内
で
ハ
ウ
ス
栽
培
が
メ
イ
ン
で
あ
る
ほ
う
れ
ん
草
が
、

か
か
り
や
す
い
病
気
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
予
防
と
対

策
を
し
っ
か
り
お
こ
な
い
、
高
品
質
な
ほ
う
れ
ん
草
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▲萎凋病に侵されたほうれん草

▲葉裏に発生した病斑

12JA通信 2017. 5



122時間目

②

①

④

地元の花き農家さんを取材して
花の魅力を再発見しよう！

①佐々木さんの栽培にかける思いを知ることができた　　
②花の栽培の奥深さを学んだ　③キンギョソウはその名の
通り花びらが金魚のようでかわいらしかった　④私たちの
背丈と同じくらいのキンギョソウも発見！

花を使った活動にも
挑戦したいと思いました！

③

　私たち雄物川高校家庭クラブは、雄物川町の
花き農家・佐々木隆人さんを訪問し、花の栽培
について取材しました。佐々木さんはトルコギ
キョウやキンギョソウをそれぞれハウス３棟分
ずつ育てており、私たちが伺ったときはキン
ギョソウが綺麗に咲いていました。キンギョ
ソウは８月末に植えると、12月末には収穫で
きるそうです。４月が収穫のピークで、22～
30℃に温度を保つために、冬場は暖房を入れ
て管理しています。
　佐々木さんは赤・白・黄・ピンクの４種類の
キンギョソウを栽培しており、特に白はブライ
ダルなどでも使われるため人気だそうです。キ
ンギョソウは金魚のような形の花びらがいくつ
もついており、一輪だけでも華やかなのが魅力
ですが、茎が曲がってしまうことやどんどん生
えてくる花を取り除かなければならないことな
ど、大変なこともあるそうです。大変な過程を
知ると、売られたり飾られたりしている花が
もっと綺麗に見えてくると思いました。
　佐々木さんは今後、「もっと情熱を持って前
向きに栽培をして良い花をつくり、多くの人に
喜んでもらいたい」とお話ししてくださいまし
た。また、一緒に花の栽培をしているお父さん
を越えるという目標も持っているそうです。最
後に、今回の取材では花の栽培の大変さを知り
ましたが、花の魅力も再発見することができま
した。今後の家庭クラブの活動でも、花を使っ
た活動に挑戦してみたいと思いました。佐々木
さん、お忙しい中ありがとうございました。

雄物川高校3年
遠藤桃子さん 東谷萌美さん 川崎智美さん
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新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、

疲
労
回
復
に
有
効
な

「
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
」
や

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
効
果
の

あ
る
「
ル
チ
ン
」
な
ど
栄
養
素
を
豊

富
に
含
む
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
―
―
。
キ

ジ
カ
ク
シ
科
の
多
年
草
で
苗
を
植
え

て
か
ら
３
年
目
以
降
に
出
る
若
芽
を

収
穫
し
て
食
べ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
、
部
会

員
一
丸
と
な
っ
て
促
成
栽
培
や
半
促

成
栽
培
、
露
地
栽
培
な
ど
に
よ
り
長

期
的
か
つ
安
定
的
に
生
産
を
続
け
て

い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
部
会
を
牽け

ん

引

　

ア
ス
パ
ラ
部
会
の
部
会
長
に
就
任

し
て
６
年
目
を
迎
え
た
山
石
正
廣
さ

ん
。
前
向
き
で
人
望
が
厚
く
、
合
併

前
の
旧
横
手
市
農
協
ア
ス
パ
ラ
部
会

で
も
副
部
会
長
を
20
年
近
く
務
め
て

き
ま
し
た
。

　

農
業
に
本
格
的
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
51
歳
の
頃
か
ら
。
そ

れ
ま
で
は
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
の

「
土
日
農
家
」
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。

会
社
を
辞
め
る
２
年
前
に
栽
培
面
積

を
増
や
し
、
農
業
一
本
で
生
活
す
る

決
心
を
固
め
ま
し
た
。
現
在
は
妻
の

光
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
営
農
し
て

い
ま
す
。

栽
培
の
難
し
さ
に
対
応

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
は
特
有
の
疫
病

が
あ
り
、
苗
を
定
植
し
て
１
年
、
２

年
目
は
順
調
に
生
育
す
る
も
３
年
目

に
突
如
生
育
不
良
に
陥お

ち
い

り
、
作
付
が

困
難
に
な
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
正

廣
さ
ん
も
、
露
地
栽
培
を
し
て
い
た

圃ほ

場
で
病
気
が
発
生
し
た
際
に
一
旦

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
や
め
、
別
の
野
菜

を
栽
培
し
ま
し
た
。年
数
が
経
過
し
、

同
じ
圃
場
で
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
改

植
を
試
み
た
も
の
の
生
長
で
き
ず
、

そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
協
力
を

仰
ぐ
な
ど
し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
病
気
が
広
が
る

の
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
ハ
ウ
ス
を
建

て
、
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

山石  正廣さん（65）
● 横手

Masahiro Yamaishi
生産品目：アスパラガス　35ａ
　　　　　稲作　3.85ha
　　　　　大豆　1.65ha

明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る
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①

③

好
奇
心
旺
盛
な
部
会
長

　
「
病
気
に
か
か
り
に
く
く
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
」
と
い
う

の
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
課
題
の

一
つ
。
正
廣
さ
ん
は
他
県
の
視
察
や

各
種
研
修
会
に
参
加
し
、
そ
の
場
で

得
た
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ
て
実
践
し

ま
す
。
新
た
に
試
み
た
こ
と
は
数
知

れ
ず
。「
物
好
き
な
の
だ
ろ
う
な
」

と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

安
全
安
心
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

　

正
廣
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
灰あ

汁く

が
無
い
た
め
、
収
穫
し
て
そ
の
ま

ま
生
で
食
べ
て
も
甘
い
の
が
特
徴
。

化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
乳
酸
菌
や
酵

母
な
ど
の
微
生
物
の
共
生
体
で
あ
る

「
Ｅ
Ｍ
」
を
使
用
し
、
人
に
も
環
境

に
も
優
し
い
土
づ
く
り
を
約
12
年
継

続
し
て
い
ま
す
。「
野
菜
が
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
土
が
変
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
。
や
っ
ぱ
り
土
を
生
き
返

ら
せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
、
安

全
で
安
心
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

「
や
れ
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
」

　

管
内
の
気
候
に
対
応
し
た
ハ
ウ
ス

を
建
て
、
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た

い
と
語
る
正
廣
さ
ん
。「
実
践
を
積

み
重
ね
て
、
部
会
員
に
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
す
。
営
農
に
お
け
る

モ
ッ
ト
ー
は
「
や
れ
る
だ
け
や
っ
て

み
よ
う
」。
正
廣
さ
ん
は
販
売
促
進

や
食
農
教
育
に
も
積
極
的
。「
ぜ
ひ

畑
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
本
当
の
お

い
し
さ
を
伝
え
た
い
」と
話
し
ま
す
。

消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
部
会
の
牽
引
者
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
正
廣
さ
ん
の
飽
く
な
き

挑
戦
が
続
き
ま
す
。

①収穫作業は４月から９月
いっぱいまで続く。露地栽培
は５月の連休明けから収穫が
本格化する　②出荷規格に合
わせて収穫　③順調に生長す
るアスパラガス　④ＥＭや豚
糞、籾

も み

、米ぬかを発酵させて
培養した土は、驚くほどふか
ふか。「作物が生長しやすい
環境を作るのが人間の仕事」
と正廣さんは話す

（撮影日４月25日）⑤難しさもあるが、一度定植すると長期間収穫できるとい
うのがアスパラガス栽培の魅力

④

②

⑤
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健康情報
食事から十分な栄養が

摂れていますか？
平鹿総合病院　保健福祉活動室

門脇　那
な な こ

楠子

　最近「体重がなんだか減ってきた」「風邪にかかりやすい」「体力が落ちてきた」

と感じる事はありませんか？そんな方は要注意です。実は「低栄養」が原因という

ことがあります。低栄養とは、エネルギーとたんぱく質が不足し、健康な体を維持

するために必要な栄養素が足りない状態をいいます。「低栄養」になりやすい人は

①食べ物の好き嫌いが多い人や偏食の人　②高齢者だけの二人暮らしや独居の人　

③メタボリックシンドロームを警戒して油脂や卵を過度に控えている人や粗
そ

食の人

といわれています。高齢者の中には「あまり動かないし、小食でいい」「メタボ予

防がいちばん大事」と考える人も多く、注意が必要です。

　高齢になると、若い頃より体の筋肉量や水分量が減ってきます。そのため　①体

重の減少　②免疫力や体力の低下　③風邪などの感染症にかかりやすい　④筋力の

低下などの症状が出てきます。肥満が体に良くないことは多くの人に知られていま

すが、実は肥満の人よりやせた人のほうが、死亡率が高い傾向にあることも報告さ

れています。

　予防の為には、体力と抵抗力を保つためにエネルギーを、元気に動ける骨格筋を

保つために良質なたんぱく質を、十分に摂ることが大切です。これらの栄養をしっ

かり摂った上で、骨や筋肉に必要なカルシウム、体の調子を整えるビタミンやミネ

ラル、食物繊維などをバランスよく摂るようにしましょう。
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管内で農業や
ＪＡの組織活動を楽しむ
若手をご紹介します。

元気なお年寄りを
ご紹介します。

今回登場してくれたのは、増田、大森、
増田小学校のみなさんです。

【増田】　沼沢　成悟さん（24）

　地域の担い手としてＪＡ青年部や横手市農業近代
化ゼミナールの一員として食農の教育普及活動に精
力的に取り組んでいる成悟さん。平成25年６月号「メ
ンズ」コーナーに登場してから４年。４年前と大きく
変わったのは、結婚し今では２児の父となっているこ
と！「自分の仕事で家族を支えていると強く感じる」
と農作業にも熱が入ります。それでも「決まった休
みが無い分、家族との時間は大事にしたい」と家族サ
ービスも欠かさず、優しいお父さんとしての一面も。
「35歳までには家を建てたい！」とこれからの目標を
語ります。もはや後継者ではなく、一人の農業者とし
てたくましく前へと進む成悟さんです。

　昨年度、ＪＡ主催の「求められる米・産地づく
り推進大会」の「食味向上コンテスト」で優良賞
を受賞した昭裕さん。「特別なことは何もしてい
ない」と謙虚に話し、「これからも良い米を作っ
ていきたいと思った」と当時を振り返ります。
15歳で就農して60年一貫して稲作専業。毎年段
取りを決めて研究を重ね、妻のミサ子さんと協力
して2.3㌶を営農しています。忙しい農作業の合
間にも老人クラブの役員を務めるなど、地域との
つながりを絶やさず、旅行やゲートボールなどに
も積極的に参加して交流の輪を広げています。健
康の秘訣は早寝早起きと仕事終わりの晩酌。「何
をするにも健康が一番。焦るのは体を壊すもと。
ゆっくり構えている」と、はつらつとした笑顔で
語る昭裕さんです。

「健康が一番」地域とのかかわり大事に

【大森】　芦沢　昭裕さん（75）

今ある時間を大切にして楽しむことを忘れない
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管内の学校の食と
農をご紹介します。

読者投稿型企画

横手市立増田小学校
5年生47人のみなさん
校長：髙橋　保志先生

　増田小は４月24日、増田地域の農業体験交流
学習の第一弾として「あきたこまち」の種まき体
験を増田高校で行いました。増田高校作物専攻班
の生徒９人が “ お米の先生 ” となり児童が高校生
からの指導を受けながらピンセットや手を使って
育苗箱への種まきに挑戦！さらに最新鋭の播

は

種
し ゅ

機
き

の実演も見学して児童たちは大歓声。「高校生の
皆さんに教えてもらいながら丁寧にできた」「２
回目も頑張りたい」と感想や意気込みを話してく
れました。今後は田植え体験など全６回を予定。
児童と高校生との楽しい交流が１年間続いていき
ます。

一粒の種もみから食や命の大切さを学んでいきます！

◇期　間　2017年４月～2018年３月10日まで
◇規　定　応募作品は未発表のものとします。写

真は人物の肖像権など被写体に関する
権利を尊重し、応募者の責任で了解を
得てください。また、応募作品は今後の
広報（掲載・紹介）で使用させていただ
く場合があります。なお、作品はお返し
いたしませんのでご了承ください。いた
だいた個人情報につきましては本誌の
編集以外には一切使用いたしません。

◇応　募　写真は２Ｌ以上の大きさのプリントま
たは当ＪＡホームページ

　　　　　（http://www.akita-furusato.or.jp/）
　　　　　からデジタルデータで応募ください。

イラストはハガキでご応募ください。
①氏名（ペンネーム希望の場合はペン
ネームも記入）②年齢③郵便番号④住
所⑤電話番号⑥撮影地と内容などを明
記してください。

◇送り先　〒013-0036　横手市駅前町6-22
　　　　　ＪＡ秋田ふるさと　総務課　広報担当

写真やイラストなどの作品を募集します！

▲Ｍ・Ｋさん「鯉のぼり」

▲Ｍ・Ｋさん「春らんまん」
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お
金
で
は

　
　

買
え
な
い
宝

　
　
　
　
　

大
家
族

笹
嶋　

久
子
さ
ん（
大
森
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

父
母
に

　

か
け
て
あ
げ
た
い

　
　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル

　

藤
ノ
木　
の
り
子
さ
ん（
平
鹿
）

花
嫁
の

　

黒
髪
似
合
う

　
　
　
　

金
屏
風

　

Ｐ
．Ｎ
．ら
ぐ
マ
マ
さ
ん（
大
森
）

準
備
し
て

　

釣
り
銭
袋

　
　
　
　

忘
れ
た
り

　

Ｐ
．Ｎ
．五
月
さ
ん（
横
手
）

金
色
の

　

朝
日
に
輝
く

　
　
　
　

日
々
と
な
れ

　

佐
藤　

文
子
さ
ん（
平
鹿
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『金』

応募作品数…17作品
■形はそれぞれかもしれませんが、

何ものにも代えがたい、それが家
族というものなのでしょうね

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

【４月号について】

●「まめ」なひと。長生きの秘
訣は夫婦仲良く常に前向きに
物事を考え働く事。見習わない
と！と思います。ちっちゃいこ
とにクヨクヨしない！！
	 ／雄物川　Ａ・Ｋさん（56）他

　取材させていただく中で常
に感じるのは、体だけでなく
「気持ち」も元気に満ちあふれ
ているということです。本当に
見習うことばかりですね。

●川柳で皆さんの作品を読ん
でいると、「なるほどなぁ」「私
もそう思う」など感心させら
れます。毎月楽しみにしていま
す。「私も応募したい」と考え
たりしています。
	 ／増田　Ｃ・Ｓさん（67）他

　私も毎月皆さんからいただ
く川柳、おたよりを楽しみにし
ています。川柳ではこんな表
現、捉え方があるのかと感心さ

せられ、おたよりでは皆さんの
近況や素直な感想を知る良い
機会だと思っています。これか
らも皆さんからの川柳、おたよ
りを心待ちにしています。

●スクールで紹介されていた
山内小学校は私の母校です。１
年生が22人しかいない事に驚
きです。私の周りにも小学生の
いる家はありませんが、本当に
子どもの数が減っているなぁ
と痛感しました。
	 ／平鹿　Ｙ・Ｔさん（53）他

　私が通っていた小学校は同
級生が 12 人でした。卒業後、
統廃合により無くなってしま
い、寂しさも感じます。ですが
少人数であったからこそ絆も
深く、地域の皆さんも温かく支
えてくれたようにも感じてい
ます。秋田県の人口も 100 万人
を割り、暗く捉えられがちです
が、共に手を取り合いながら地
域を支えていく良い機会とも
考えています。

●クロスワードを毎月楽しみ
にしています。じじと一緒に考

えて答えをだしています。
	 ／大雄　Ｙ・Ａさん（７）他

　いつも楽しみにしていただ
きありがとうございます。クロ
スワードやふるさとの民話は
家族の会話を増やす目的もあ
ります。これはなんて読むの？
やどういう意味？など家族同
士でも楽しんでいただけると
嬉しいです。

●新採用職員紹介。農業を取り
巻く環境が厳しさを増す中、笑
顔で元気に決意をしていまし
たね。頑張ってください。
	 ／大森　Ｔ・Ｍさん（69）他

　今年度もフレッシュな顔ぶ
れが揃いました。これから皆さ
んのために精一杯頑張ってく
れることでしょう。

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【６月号のテーマ】「祝」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】５月26日㈮必着
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４水
曜日午後12時15分頃より（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地
区は除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください
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タテのカギ

■4月号の答え／ランドセル
■4月号の当選者／
P.N．K・Aさん
P.N．I・Sさん
細谷正平さん
■応募総数／42通
■正解者数／42通

【応募方法】
ハガキに ①答え ②住所 ③氏名（当選発表時にペンネームが
必要な方は別途記載してください） ④年齢 ⑤電話番号 ⑥当
誌を受け取った場所 ⑦今月の好きな記事とその理由 または、
当誌やJAへのご感想をご記入の上、下記までご応募くださ
い。なお、お寄せ頂いたご意見は「お手紙」のコーナーにて
ご回答させて頂く場合がございます。（①～⑦の項目は必須
となります）

【応募先】
〒013-0036横手市駅前町6-22 JA秋田ふるさと総務課・広報担
当（※応募はホームページからでもOK。トップページの「みな
さんの声と作品をお寄せ下さい！」バナーをクリック！）

【締　切】
　5月26日（金）当日消印有効

●応募方法　※川柳もこちら！

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字
を並べ替えると一つの言葉ができます。そ
れが答えです。

ミッキーカラフル
クレヨンギフト

３名さまにプレゼント！

電子レンジ容器と

おしぼりのセット！

1	 井戸などでくみ上げて使
います

4	 土を小高く盛り上げたも
の

6	 人がたくさん住んでいま
す

7	 車に乗って出掛けます
9	 孫悟空の乗り物です
11	 中国の――に由来するこ

とわざは多い
12	 まき割りや枝打ちに使う

刃物
15	 東南アジアの国。首都は

クアラルンプール
18	 人を怒らせることを「―

に触れる」ともいいます
20	 インドから伝わる心身調

整法
21	 太陽や星がよく見える天

候
22	 台所ですることの一つ

ヨコのカギ

1	 端午の節句に食べます
2	 映画の撮影時にカチンと

鳴らします
3	 人事――で所属部署が変

わった
4	 二つで１組のものを数え

るときに使う言葉
5	 初節句に――飾りとこい

のぼりを用意した
8	 野球の走者のこと
10	 家を留守にする際は忘れ

ずに
13	 袖振り合うも――の縁
14	 チョウの仲間。カラス、

アオスジといえば
16	 ボルトやナットを回す工

具
17	 すし屋の符丁で茶のこと
19	 布地を裁断した物

カナリア諸島が原産です！
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ＪＡ年金無料相談会のお知らせ
　年金の「いろは」を社労士の先生が解説！

人事異動のお知らせ
　下記の通り人事異動を行いましたのでお知
らせいたします。

【５月11日付】
◆金融企画課　髙橋　美喜子（大雄支店）

ＪＡグループからのお知らせ
春の農作業安全月間

　ＪＡグループでは、春の農作業安全月間と
して農作業時の安全を呼び掛けています。春
作業が活発になるこの時期は、全国で農作業
の事故が多発しています。作業の際は互いに
声をかけ合い、無理をしないなど十分な安全
対策をお願いします。

クールビズを実施します
　ＪＡでは、夏の節電対策の一環として、
５月から10月まで、クールビズを実施しま
す。期間中は、ＪＡ施設内の空調温度設定を
28℃とし、照明は
最小限の使用とする
ほか、職員はノーネ
クタイ・軽装での業
務となります。
　皆さまのご理解と
ご協力をお願いいた
します。

【お問い合わせ】上記支店または金融企画課
電話番号／0182-35-2653（金融企画課）

６月 ６日（火）　大雄支店
６月 ７日（水）　山内支店（山内地域局内）
６月 ８日（木）　横手支店
６月 ９日（金）　増田支店
６月13日（火）　金沢支店
６月14日（水）　平鹿支店
６月15日（木）　十文字支店
６月20日（火）　雄物川支店
６月21日（水）　大森支店

開催時間は全会場

12：30～18：30　まで

　ＪＡでは、９支店で年金無料相談会を開催
します。各支店の開催日と時間については下
記のとおりです。この機会にお気軽にご相談
ください。
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エーコープから新茶のお知らせ

　新茶は古来、長寿の縁起ものとして愛飲さ
れ、「百薬の長」と言われていた程栄養成分
が豊富に含まれております。

エーコープ銘茶は、まろやかな旨味を引き出す
深蒸製法のお茶とさわやかな香りを生かす
伝統製法のお茶を、熟達した技術でブレンドしています。
茶葉はすこし細かくなりますが、
この細かな茶葉こそ旨味の素です。

お買い求めは、各営農センターまで

ご存じですか？

ＪＡ組合員は厚生連病院での

入院料が割引になります

入院割引の対象者は

社保・国保の被保険者または被扶養者で
その療養の給付に要する費用の３割を負

担する正組合員およびその同居す
る家族、准組合員本人

　ただし、高齢者医療、第三者行為、正常分
娩（保険適用部分は対象）、公費負担、付加
給付のある方は割引対象外となります。

厚生連病院に入院される際には、
　「農協組合員証」の提示が
　　　　　　　　 必要になります

◆「農協組合員証」発行は、最寄りの支店・
出張所にて受け付けております。お気軽にお
立ち寄りください

【組合員のみなさまへ】

ＪＡ組合員資格 の
ご確認をお願いいたします

　組合員資格等（資格・氏名・住所・電話番号）
に変動が生じた場合は定款14条の定めると
ころにより、速やかに書面で届出いただくこ
とになっております。組合員資格等に変動が
ございましたら、大変お手数をおかけします
が、最寄りのＪＡ各支店において変更のお手
続きをいただきますようお願いいたします。

上記のいずれにも該当しない場合
　➡「准組合員」へ
上記のいずれかの要件を満たしている場合
　➡「正組合員」へ
　資格変更の手続きが必要となる可能性があ
ります。詳細は最寄りのＪＡ各支店までお問
い合わせください。また、組合員の相続可能
手続きは相続開始後60日以内にお手続きく
ださいますようお願いします。

ＪＡ組合員資格チェック項目　□

いずれかに該当する方が
正組合員資格を有する方です。

□　３ａ以上の土地を耕作する農業を営
む個人で、その住所または経営にか
かる土地や施設が当ＪＡ管内にある

□　１年のうち60日以上農業に従事す
る個人で、その住所または従事する
農地かかる土地や施設が当ＪＡ管内
にある

□　農業を営む法人（その常時使用する
従業員の数が300人を超え、かつ、
資本の額または出資の総額が３億円
を超える法人を除く）であって、そ
の事業所または経営にかかる土地が
当ＪＡ管内にある

「理事会だより」は、都合によりお休みいた
します。ご了承ください。
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発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／総務課 〒013-0036秋田県横手市駅前町6番22号
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-35-2630
FAX ／ 0182-35-2701
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,577人

（正組合員）……………… 13,010人

（准組合員）………………… 4,567人

貯金………………… 948億9355万円

貸付金……………… 315億6253万円

購買品供給高…………… 59億91万円

販売品販売高……… 199億6947万円

共済保有高（保障）……4300億9795万円

（2017年3月末現在）
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